
教育委員会

No.１

（一般会計） （単位：千円）

中または大事業名
（予算書該当ページ）

・小事業名
教育総務課 教育施策に対する評価の充実(P.187)

673

(特定)

(一般) 673

3,000

(特定)

(一般) 3,000

コミュニティ・スクール制度の推進(P.187)

29,375

(特定)

(一般) 29,375

令和６年度当初予算事業説明書

課　名
(R6年度担当課)

事業費
（財源内訳）

事業概要

・教育ビジョンの適正な
推進 　教育ビジョン第4期実施計

画に盛り込まれた施策の着実
な実行を図るため、適切な事
業進捗状況評価を実施し、教
育ビジョンの進行管理を行
う。

○外部委員会運営
「新潟市教育ビジョン推進委
員会」
・市民及び識者8人以内
・年2回程度開催

【新規】
・教育ビジョンの策定 　平成18年に策定した「新潟

市教育ビジョン」の第４期実
施計画が令和６年度末に終了
するにあたり、本市の教育の
あり方や方向性を基本構想か
ら検討し、「新・新潟市教育
ビジョン」を策定する。

○有識者会議（懇話会）の
　開催（4回程度）
○新・新潟市教育ビジョン
　の冊子等作成

・コミュニティ・スクー
ル推進事業

　市立小中学校等に「学校運
営協議会」を設置し、保護者
や地域住民等が一定の責任と
権限の下、学校運営に参画
し、学校、保護者、地域が共
通の目的をもち、互いの責任
と役割を明らかにしながら、
一体となってよりよい教育の
実現に向けて連携・協働して
「地域とともにある学校」づ
くりを進める。

○学校運営協議会実施校園
・市内171校園（全小中学校
　、中等教育学校、特別支援
　学校、幼稚園、高等学校）
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教育委員会

No.２

（一般会計） （単位：千円）

中または大事業名
（予算書該当ページ）

・小事業名
教育総務課 コミュニティ・スクール制度の推進(P.187)

3,972

(特定)

(一般) 3,972

公立夜間中学校の整備(P.187)

2,000

(特定) 666

(一般) 1,334

公立幼稚園の教育環境整備(P.193)

3,570

(特定) 3,440

(一般) 130

令和６年度当初予算事業説明書

課　名
(R6年度担当課)

事業費
（財源内訳）

事業概要

・地域とともにある学校
づくり推進事業

　コミュニティ・スクール講
座の開催により、学校運営協
議会の協働プロセスの構築や
マネジメントスキルの向上な
ど機能の充実を図り、学校運
営協議会の内実を高める。ま
た、地域とともにある学校づ
くりが持続可能な取組となる
よう、子どもと地域が一緒に
なって課題解決のための検討
を行うことができる仕組みづ
くりを進める。

○コミュニティ・スクール
　講座（2回×8区）
○地域人材（オブザーバー）
　謝礼

【新規】
・公立夜間中学設置準備

　義務教育を修了していない
方や外国籍の方などに対し、
義務教育を受ける機会を実質
的に確保するため、公立夜間
中学校の設置に向けた調査を
行い、本市におけるニーズを
把握します。

○市民アンケートの実施
○他都市の事例研究
○広報・啓発ポスターの作成

【新規】
・公立幼稚園預かり保育
事業

　保護者の生活スタイルや
ニーズに合わせ、預かり保育
の実施など、公立幼稚園にお
ける教育環境の整備を行うこ
とにより、幼児教育の質の向
上を図り、幼児の生活全体が
豊かなものとなるよう取組を
推進する。

○預かり保育のモデル実施
　（２園）
・預かり保育専従職員の配置
　（会計年度任用職員）
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教育委員会

No.１２

（一般会計） （単位：千円）

中または大事業名
（予算書該当ページ）

・小事業名
地域教育推進課 地域と共に歩む学校づくりの推進(P.189)

143,205

(特定) 44,114

(一般) 99,091

26,403

(特定) 8,296

(一般) 18,107

25,578

(特定) 12,160

(一般) 13,418

令和６年度当初予算事業説明書

課　名
(R6年度担当課)

事業費
（財源内訳）

事業概要

・地域と学校パートナー
シップ事業

　「学・社・民の融合」によ
る教育を推進するため、各学
校に地域教育コーディネー
ターを配置し、学校教育活動
の充実を図るとともに、地域
活動を結ぶネットワークづく
りを推進する。

実施校　166校
・小学校　　　　105校
・中学校　　　　 56校
・中等教育学校　  1校
・特別支援学校　  2校
・高等学校　　　  2校

・子どもふれあいスクー
ル事業 　子どもの健全育成と地域の

教育力向上を図るため、小学
校の余裕教室や体育館を活用
し、平日の放課後や土曜日の
午前中などに子どもたちに安
心・安全な居場所を提供する
とともに、異年齢交流や地域
の大人との交流を図る。

・実施校　小学校67校

・学校開放事業
　市民の体育活動・文化活
動・地域活動の普及推進と幼
児・児童・生徒の健全な育成
を図るため、教育に支障のな
い範囲で学校施設の体育館、
武道場、教室等を開放する。

実施校　163校
・小学校　　　　105校
・中学校　　　　 56校
・特別支援学校　  1校
・高等学校    　  1校
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教育委員会

No.１３

（一般会計） （単位：千円）

中または大事業名
（予算書該当ページ）

・小事業名
地域教育推進課 非行等への対応(P.193)

2,295

(特定)

(一般) 2,295

青少年の健全育成の推進(P.193)

5,680

(特定)

(一般) 5,680

学び育つ各世代への支援(P.193)

9,000

(特定) 600

(一般) 8,400

令和６年度当初予算事業説明書

課　名
(R6年度担当課)

事業費
（財源内訳）

事業概要

・非行防止対策事業

　青少年の健全育成と非行の
未然防止を図るため、青少年
育成員による繁華街などの巡
回や青少年への声かけ活動を
実施する。

・青少年育成員　29人

・若者支援事業
　若者支援センターにおい
て、相談業務や若者の自立、
社会参加を支援する事業を行
うほか、ユースアドバイザー
を配置し、居場所での若者の
見守りを行う。
○相談業務
○若者支援事業
○居場所の運営
○若者支援協議会の運営

・ユースアドバイザー　33人

・二十歳のつどい開催

　二十歳を迎える方を対象
に、お祝いの式典を開催す
る。

R6年度開催概要
・名称：二十歳のつどい
・R7年1月12日（日）
・朱鷺メッセ　展示ホール
・H16年4月2日からH17年4月1
日に生まれ、本市に住民登録
のある方　約7,000人
※R4.4.1の民法改正により成
年年齢が引き下げられた後
も、引き続き20歳を対象に式
典を開催。
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教育委員会

No.１４

（一般会計） （単位：千円）

中または大事業名
（予算書該当ページ）

・小事業名
地域教育推進課 青少年施設の管理運営(P.193)

54,396

(特定) 4,352

(一般) 50,044

令和６年度当初予算事業説明書

課　名
(R6年度担当課)

事業費
（財源内訳）

事業概要

・芸術創造村・国際青少
年センター管理運営費

　文化芸術活動の支援、青少
年の体験活動及び国際交流活
動の支援を行い、文化芸術活
動を行う者、青少年及び市民
相互の交流を推進するため、
芸術創造村・国際青少年セン
ターを管理運営する。

指定管理者：
環境をサポートする株式会社
きらめき（指定管理期間：R3
年度～R7年度）
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教育委員会

No.２１

（一般会計） （単位：千円）

中または大事業名
（予算書該当ページ）

・小事業名
生涯学習センター 学び育つ各世代への支援(P.193)

3,217

(特定) 3,217

(一般)

265

(特定) 88

(一般) 177

市民の生涯学習施設運営への参画(P.193)

117

(特定)

(一般) 117

令和６年度当初予算事業説明書

課　名
(R6年度担当課)

事業費
（財源内訳）

事業概要

・にいがた市民大学開設
事業

　幅広い世代の主体的な学習
活動を推進するため、時代や
社会の変化、学習ニーズ、新
潟の地域性に応じた講座な
ど、長期講座を4講座、短期
講座を3講座、計7講座を開設
する。一部、対面かオンライ
ンを選択できるハイブリット
形式の講座もとりいれ、市民
の生活スタイルに応じた多様
な学習機会を提供する。

　生涯学習ボランティアを育
成し、学んだ知識や成果を教
育活動や地域に生かすため、
ボランティアバンクの設置や
自主企画講座の実施など、活
動の場の支援を行う。
　また、講師紹介ガイドを活
用し、講師人材に関する学習
情報を提供する。

・家庭教育支援基盤構築
事業 　核家族化や地域社会のつな

がりの希薄化等により、家庭
における教育が以前より困難
になっている。
　そこで、家庭の教育力向上
を図るため、「家庭教育支援
プログラム」を活用して保護
者や地域住民の話し合いを進
行する「家庭教育支援ファシ
リテーター」を育成し、 学
校や企業などに派遣し、プロ
グラムを活用した学習会を実
施する。

・生涯学習推進事業
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教育委員会

No.２２

（一般会計） （単位：千円）

中または大事業名
（予算書該当ページ）

・小事業名
中央公民館 家庭教育充実の支援(P.195)

6,200

(特定) 530

(一般) 5,670

体験活動・ボランティア活動の支援(P.195)

1,003

(特定)

(一般) 1,003

・子ども体験活動・ボラ
ンティア活動推進事業

　土日や長期休業期間に、子
どもを対象とした様々な野外
活動やものづくり等の体験型
事業を実施し、自立心や社会
性、協調性、他人に対する思
いやりの心を育み、子どもた
ちの健全な人格形成を促進す
る。

令和６年度当初予算事業説明書

課　名
(R6年度担当課)

事業費
（財源内訳）

事業概要

・家庭教育振興事業
　子育て期の親の「家庭教育
力向上」に取り組み、将来の
地域を担う子どもたちが安心
して生活し、健全な大人へと
成長できる家庭環境づくりを
支援する。

〇家庭教育学級および子育て
サロン
　親子の居場所を開設し、情
報共有や意見交換の機会を提
供する。

〇子育て学習出前講座
　多くの保護者が学校に集ま
る就学時健診等において講師
を派遣し、家庭教育のあり方
を考える機会を提供する。

〇こども未来部との連携事業
の検討・実施
R4年度から、こども未来部と
の連携による効果的な子育て
支援を図るため、共同事業実
施について検討を開始。R6年
度は、親教育、保健指導等を
一体的に行えるモデル事業を
市内3区の公民館で実施予
定。
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教育委員会

No.２３

（一般会計） （単位：千円）

中または大事業名
（予算書該当ページ）

・小事業名
中央図書館 読書普及事業(P.195)

85,790

(特定) 918

(一般) 84,872

3,368

(特定)

(一般) 3,368

子どもの読書環境の整備(P.195)

3,104

(特定)

(一般) 3,104

図書館サービス向上事業(P.195)

6,846

(特定)

(一般) 6,846

令和６年度当初予算事業説明書

課　名
(R6年度担当課)

事業費
（財源内訳）

事業概要

・読書普及事業費（資料
購入費）

　市民の多様なニーズに対応
した幅広い資料を収集し、提
供する。

・読書普及事業費（事業
費）

　図書館の利用拡大のため、
各種講座等を開催するほか、
「新潟市読書バリアフリー推
進計画」に基づき、活字によ
る読書が困難な人等の読書環
境を整備する。

・子どもの読書環境整備
事業費（子ども読書活動
推進計画実施関連）

　家庭での親子のコミュニ
ケーションや読書習慣を身に
付けるきっかけづくりのた
め、１歳誕生歯科健診の会場
で全ての１歳児と保護者にボ
ランティアによる読み聞かせ
を体験してもらうとともに絵
本を手渡すブックスタート事
業を行う。

・電子図書館事業費

　インターネットを通して貸
出・閲覧可能な電子書籍を拡
充し、非来館型サービスの充
実と活字での読書が困難な方
の読書環境の整備、児童生徒
のタブレット学習・読書活動
の支援を行う。
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令
和
６

年
度

教
育

委
員

会
予
算

案
概
要

○
子
ど
も
た
ち
の
自
己
実
現
し
て
い
く
力
や
、
豊
か
な
心
・
健
や

か
な
身
体
の
育
成
を
図
る
ほ
か
、
学

校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
化
さ
せ
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
と
市
民
の

生
涯
に
わ
た
る
学
び
を
支
え
る
施
策
を
推
進
す
る

○
教
育
を
取
り
ま
く
環
境
の
変

化
に
幅
広
な
視
点
を
も
ち
、
機
動

的
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市
⻑

部
局
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
教

育
環
境
の
整
備
を
進
め
る

《
新

潟
市

教
育
ビ

ジ
ョ
ン

第
4
期

実
施
計

画
》

（
R
2
～

R
6
）

～
学
・
社
・
民
の
融

合
に
よ
る
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
学
校
づ
く
り
～

視
点
１

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
自

信
を
も
っ
て
自
己
実
現
し
て
い
け
る
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

視
点
２

学
び
の
循
環
に
よ
る
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

視
点
３

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

視
点
４

誰
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

視
点
５

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
、
魅
力
あ
る
教
育
関
係
職
員
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

第
４
期
実
施

計
画
で
は
、
５
つ
の
視
点
か
ら
重

点
的
な
取
り
組
み
を
実
施

≪
新
潟
市
の
教
育
を
推
進
す
る
３
つ
の
視
点
≫

≪
学
び
の
基
盤
を
固
め
る
２
つ
の
視
点
≫

【
令
和
６
年
度

取
組
の
方
向

性
】

★
５
つ
の
視
点
に
基
づ
き
令
和
６
年
度
の
施
策
を
展
開
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こ
れ
か
ら
の
社
会
で
自
信
を
も
っ
て
自
己

実
現
し
て
い
け
る
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

視
点

１
誰
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

視
点 ４

◎
教
育

Ｄ
Ｘ
の

推
進

〇
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

・
新

聞
デ

ー
タ

ベ
ー
ス
教

材
の

整
備

【
新

規
】
3
9
,8
0
0
千

円

・
一

人
一

台
端

末
を

活
用
し
、
中
学

校
で
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ

教
材

、
小

中
学

校
で
新

聞
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
教
材

を
導

入

◎
特
別

支
援

教
育

の
推

進

〇
個

別
の

教
育

支
援

サ
ポ
ー
ト

【
拡

充
】
3
2
,2
0
0
千

円

・
特

別
支

援
教

育
に

か
か
る
個

別
の

教
育
支

援
計

画
等

の
作

成
支

援
シ
ス
テ

ム
を
全

市
立
学

校
園
に

導
入

〇
巡

回
通

級
指

導
教

室
整
備

【
新

規
】
2
6
,3
0
0
千

円

・
通

級
指

導
教

室
に

つ
い
て
、
教
員

が
子
ど

も
の

在
籍

校
を

訪
問

す
る
巡
回

指
導
を
開

始

◎
中
学

校
の

全
員

給
食

化
・
給

食
費
の

公
会

計
化

〇
全

員
給

食
の

実
施

と
給

食
費

公
会

計
化

【
新

規
】
1
3
3
,1
2
2
千

円

・
中

学
校
ス
ク
ー
ル

ラ
ン
チ
の

全
員

給
食
へ

の
切

替
準

備
及

び
市

が
学

校
給

食
費

の
徴

収
管

理
を
行

う
シ
ス

テ
ム
の

整
備

◎
学
校

園
の

計
画

的
な

設
備

整
備

〇
特

別
教

室
の

空
調

整
備
と
照

明
設

備
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

≪
R
5
.1
2
月
補

正
含
む
≫

3
,7
1
8
,5
0
0
千

円

〇
中

学
校
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の

設
置
（

１
校
）

【
新

規
】

8
,4
0
0
千

円

・
施

設
の

バ
リ
ア
フ

リ
ー
化

の
た
め

の
エ
レ

ベ
ー

タ
ー
設
置

に
向

け
た
実
施

設
計

◎
中
学

生
の
た
め
の
地

域
ク
ラ
ブ
活
動

支
援
（
文

化
ス

ポ
ー
ツ
部

と
の
連

携
）

〇
地

域
ク
ラ
ブ
活
動

支
援

事
業

【
新

規
】

3
6
,0
0
0
千

円

・
地

域
と
学

校
が
連

携
・
協

働
し
て

設
置
を

目
指

す
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

の
円

滑
な
実

施
を
支

援
（
「

地
域
ク

ラ
ブ
活

動
推
進

室
」
の

新
設

）

◎
幼
児

教
育
に
係
る
支

援
体

制
の

整
備

〇
公

立
幼

稚
園

の
環

境
改

善
（
預
か

り
保

育
【

新
規

】
、
専
任

園
⻑
の

配
置
【

拡
充
】

）
2
7
,5
7
0
千

円

・
公

立
幼

稚
園
２
園

に
お

い
て
預
か

り
保
育

を
モ

デ
ル

実
施

・
公

立
幼

稚
園

が
５

園
に
再

編
さ
れ

る
こ
と

を
機

に
、
す
べ

て
の

園
に
専
任

園
⻑
を
配

置
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地
域
と
一
体
と
な
っ
た
学

校
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

視
点

３

学
び
の
循
環
に
よ
る
人
づ
く

り
、
地
域
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

視
点

２

◎
地

域
と

と
も
に

あ
る
学

校
づ
く
り
の

推
進

（
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー
ル

事
業
と
地

域
と
学

校
パ
ー

ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
事

業
の

一
体

的
推
進

）

〇
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー
ル

講
座

の
開
催

3
,9
7
2
千
円

・
学

校
運
営

協
議
会

委
員
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー

ル
へ
の

理
解
促
進

や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

ス
キ
ル
の

向
上
な

ど
に
よ

り
、
学

校
運
営

協
議

会
の

機
能
充

実
を
図
り

、
内

実
を

高
め
る

〇
地
域

と
学
校

パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事

業
の

推
進

1
4
3
,2
0
5
千
円

◎
多

様
な
教

育
の
機

会
・
支

援
体
制

の
整
備

〇
公

立
夜

間
中
学

の
設
置

検
討

【
新

規
】

2
,0
0
0
千
円

・
公

立
夜
間

中
学
の

設
置

検
討

の
た
め
の

調
査
に

よ
る
、

本
市
に

お
け
る
ニ
ー
ズ
の

把
握

◎
こ

れ
か
ら

の
社
会

教
育
の

あ
り
方

・
役
割
の

検
討

〇
学

校
・

地
域
と

の
更
な

る
連
携

に
よ
る
人

づ
く
り

・
地
域
づ

く
り
の
推

進

・
学

校
と
地

域
の
連

携
・
協
働

の
推

進
を
通
じ
て

、
市
民

主
体
の

担
い
手

育
成
・
地

域
づ
く
り

を
支
援

〇
市
⻑
部

局
と
の

連
携
に

よ
る
効

果
的
な
事

業
実
施

の
推
進

・
こ

ど
も
未

来
部
な

ど
と
連
携

し
た
家

庭
教
育
振

興
事
業

の
実
施
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◎
多

忙
化

解
消

〇
教
員

業
務
支

援
員
配

置
事
業

【
拡
充

】
2
7
6
,7
2
4
千

円

・
す

べ
て
の

小
中
学

校
等
に

支
援
員
を

配
置
し
、

児
童
生

徒
へ

の
指

導
や
教

材
研
究
等

に
注
力

で
き
る
体

制
を
構

築

〇
教
頭

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

支
援
員

配
置
事
業

【
新
規

】
3
2
,6
5
9
千
円

・
学

校
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
等
に

係
る
業
務

を
支
援
す

る
人
材

を
配

置
し
、
教
頭

の
負
担
を

軽
減

◎
新

潟
市

教
職
員

の
資
質

能
力
の
向

上

〇
教
職

員
研
修

受
講
履

歴
記
録

管
理
事
業

【
新
規

】
2
,9
8
5
千
円

・
シ

ス
テ
ム

を
活
用

し
た
研

修
受
講
履

歴
の
記
録

・
教

員
研
修

プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ

ー
ム
に
よ

る
オ
ン
ラ

イ
ン
研

修
の

拡
充

市
民
に
信

頼
さ
れ
る
、
魅
力
あ
る
教
育
関
係

職
員
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

視
点

５

生
涯

学
習

・
社

会
教

育
関

係
課

の
組

織
再

編

①
社
会
教
育

機
能
の
強
化

②
社
会
教
育
と
学
校
教
育
施
策
の
連
携
深
化
の

推
進

③
社
会
教
育

事
業
の
整
理

④
全
市
一
体

的
な
社
会
教
育
と
学
校
教
育
の
連

帯
を
通
じ
た
「
人
づ
く
り
」
、
「
地
域
づ
く
り
」
の
推
進

地
域
教
育
推
進
課
を
「
生
涯
学
習

推
進
課
」
と
改
称
し
、
同
課
内
に
「
地
域
学
校
協
働
推
進
室
」
を
新
設

新
・
新

潟
市

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定

【
新
規

】
3
,0
0
0
千

円

「
新

潟
市

教
育
ビ

ジ
ョ
ン

」
第
４
期

実
施
計
画

が
令
和

６
年

度
末
に
終

了
す
る
に
あ

た
り
、

本
市
の
教

育
の
あ
り
方
や

方
向
性

を
基

本
構

想
か
ら

検
討
し

、
「
新
・

新
潟
市
教

育
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
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